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宮崎県南部沿岸から得られた日本 2例目の
カチドキダルマガレイ Crossorhombus valderostratus

井上賢太郎 1・三木涼平 2・和田英敏 3・本村浩之 4

Two male specimens (88.8–101.3 mm standard length) of 
Broadbrow Flounder, Crossorhombus valderostratus (Alcock, 
1890) (Pleuronectiformes: Bothidae), were caught from the 
south coast of Miyazaki Prefecture, southern Japan. This species 
has been recorded from scattered localities in the Indo-West Pa-
cific, and in Japanese waters, it was previously known only from 
the Satsuma Peninsula and Tanegashima island (both in Ka-
goshima Prefecture). Therefore, the present specimens described 
herein represent the first record from Miyazaki Prefecture and 
the northernmost records for C. valderostratus.
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 Abstract

ダルマガレイ科コウベダルマガレイ属（Bothidae: 

Crossorhombus）は世界で4有効種が認められており（Hensley 

and Amaoka, 2001），そのうち日本国内からはカネコダル

マガレイ C. azureus (Alcock, 1889)，コウベダルマガレイ C. 

kobensis (Jordan and Starks, 1906)，およびカチドキダルマガ

レイ C. valderostratus (Alcock, 1890)の 3種が記録されてい

る（大橋・本村，2012；尼岡，2016；本村，2020)．カチ

ドキダルマガレイはインド・西太平洋広域から散発的に報

告されており，日本では鹿児島県薩摩半島西岸と種子島か

らのみ記録されている（Hensley, 1986; Ni and Kwok,1999; 

Manilo and Bogorodsky, 2003；大橋・本村，2012）．

2019年 1月と 2020年 7月に宮崎県南部からそれぞれ 1

個体のカチドキダルマガレイが得られた．本種はこれまで

国内において薩摩半島と種子島から得られた標本にもとづ

く 1例（大橋・本村，2012）のみが知られており，本報告

は本種の日本 2例目の記録となるため，ここに報告する．

材料と方法
計数・計測方法は Hensley and Randall (1993)にしたがっ

た．標準体長は体長または SLと表記した．各部の計測は

デジタルノギスを用いて 0.1 mmまでおこなった．有眼側

と無眼側の生鮮時の体色の記載は，固定前に撮影された宮

崎県産の標本（KPM-NI 56011; KAUM–I. 145241）のカラー

写真に基づく．標本の作製，登録，撮影，および固定方法

は本村（2009）に準拠した．本報告に用いた標本は，鹿児

島大学総合研究博物館（KAUM）と神奈川県立生命の星・

地球博物館（KPM）に保管されており，上記の生鮮時の

写真は両館のデータベースに登録されている．

Crossorhombus valderostratus (Alcock, 1890)

カチドキダルマガレイ
（Figs. 1, 2; Table 1）

標本　KPM-NI 56011，雄，体長 101.3 mm，宮崎県日南

市南郷町中村乙　弧島東方（31°30′51″N, 131°23′27″E），水

深 27 m，2019年 1月 31日，定置網，第 2著者により目井

津漁港（日南市）にて拾得；KAUM–I. 145241，雄，体長

88.8 mm，宮崎県南部沿岸，水深不明（27 m以浅），2020

年 7月 22日，定置網，第 2著者により目井津漁港（日南市）

にて拾得．

記載　計数形質と各体部の体長に対する割合を Table 1

に示す．体は卵円形で，体高は体の中央のやや前方で最も

高い．吻は短く，やや突出する．吻端に 1棘を有する．上

顎後端は下眼の中央部直下に位置する．下顎縫合部に骨質

の小突起がある．両顎の歯は小さく鋭い．口蓋骨に歯が

ない．眼は小さく，両眼の前縁にそれぞれ 1小棘がある．

上眼上縁と下眼下縁に発達した皮弁がある．両眼間隔は広
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く，完全に窪み，被鱗する．骨質の両眼間隔幅は眼径の約1.5

倍．両眼間隔域に棘はない．上眼下縁の骨隆起に先端が鈍

い棘が 5つある．下眼上縁の骨隆起には棘を欠く．有眼側

の体側鱗は長い棘を有する櫛鱗で，無眼側の体側鱗は円鱗．

側線は主鰓蓋骨上端直上から始まり，第 10側線鱗付近で

大きく湾曲し，尾鰭基底中央に達する．鰓孔上端は胸鰭基

底上端を越える．鰓耙はこぶ状．背鰭起部は下眼前方に位

置する．背鰭第 1軟条は第 2軟条より短い．有眼側の胸

Fig. 1. Fresh specimen of Crossorhombus valderostratus (KAUM–I. 145241, 88.8 mm SL, off south coast of Miyazaki Prefecture, Ja-
pan). A: ocular side; B: blind side.
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鰭は無眼側のものより明らかに長く，前者の先端は糸状に

伸長する（KPM-NI 56011では伸長しない）．有眼側の腹鰭

基底は無眼側の同基底より長い．有眼側の腹鰭起部は下眼

の後縁直下に位置する．無眼側の腹鰭起部は有眼側の腹鰭

の第 4と 5軟条の間に位置する．臀鰭起部は主鰓蓋骨後縁

直下に位置する．尾鰭鰭条は上下 2軟条を除き分枝する．

色彩　生鮮時の色彩（Figs. 1, 2）―有眼側体表は茶褐

色を呈し，不明瞭な小白色斑が散在する．背鰭と腹鰭の基

底に沿って，それぞれ不明瞭な褐色の眼径大の斑が 5–6個

並ぶ．側線の湾曲部と直走部の中央部にそれぞれ眼径大の

不明瞭な茶褐色斑がある．両眼の表面に多数の茶褐色の斑

点がある．両眼間隔域前方の体縁辺に黒く縁取られた小さ

Fig. 2. Fresh specimen of Crossorhombus valderostratus (KPM-NI 56011, 101.3 mm SL, off Nichinan, Miyazaki Prefecture, Japan). A: 
ocular side; B: blind side.
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な円形の白色斑が並ぶ．両眼の眼窩縁は黄色く縁取られる．

各鰭鰭膜は白色を帯び，軟条は薄い褐色で不規則な灰色帯

と小白色斑が散在する．背鰭と臀鰭の縁辺はくすんだ白色．

尾鰭には不明瞭な黒色横帯がある．無眼側体表は乳白色．

各軟条は白色を呈し，不規則な灰色帯と小白色斑が散在す

る．鰓蓋は白色．体側の中央には V字状の濃紫色斑があ

る（KPM-NI 56011ではやや淡い）．固定後の色彩―有眼

側体側は薄い灰色．無眼側体表は白色で，無眼側体側にみ

られる V字斑は生鮮時より鮮明．

分布　本種はインド・西太平洋に広く分布し，南アフ
リカ，ソマリア（アデン湾），インド，日本，台湾，香港，

およびオーストラリア東岸から記録されている（Hensley, 

1986; Ni and Kwok, 1999; Manilo and Bogorodsky, 2003；大橋・

本村，2012；尼岡，2016; Amaoka, 2019）．日本国内では鹿

児島県薩摩半島西岸と大隅諸島の種子島からのみ記録され

ていたが（大橋・本村，2012），本研究によって宮崎県南

部からも生息が確認された．

備考　本標本は両眼が左側に位置し，両眼間隔が窪む
こと，口が小さく，上顎後端が下眼の中央部直下に位置す

ること，両顎歯が小さく鋭いこと，鰓孔上端が胸鰭基底上

端を越えること，鰓耙がこぶ状であること，背鰭起部が眼

より前方に位置すること，背鰭第 1軟条が第 2軟条より短

いこと，有眼側の腹鰭基底が無眼側の同基底より長いこと，

有眼側が長い棘を有する櫛鱗であり，無眼側が円鱗である

こと，有孔側線鱗数が 55であること，および無眼側に濃

紫色斑があることなどから，Hensley and Amaoka (2001)が

定義したコウベダルマカレイ属 Crossorhombusの雄個体の

形質と一致した．

さらに本標本は無眼側の濃紫色斑が V字状を呈する，

尾鰭の上下 2軟条が分枝しない，背鰭と臀鰭の縁辺が暗

色ではない，および尾鰭に不明瞭な黒色横帯があること

などの形態的特徴が大橋・本村（2012），尼岡（2016），

および Amaoka (2019)の示したカチドキダルマガレイ C. 

valderostratusの特徴とよく一致したため，本種に同定され

た．

カチドキダルマガレイは雄の無眼側の濃紫色斑が V字

状を呈することで台湾とロード・ハウ島（オーストラリア）

に分布する C. howensis Hensley and Randall, 1993を除く同

属他種から容易に識別される．両種は形態的にきわめて酷

似するが，カチドキダルマガレイは尾鰭の後半部における

暗色横帯があること（C. howensisでは横帯をもたない），

有眼側胸鰭長が長い（短い）ことなどの形態的特徴により

C. howensisと識別される（大橋・本村，2012; Amaoka and 

Ho, 2019）．なお，Amaoka and Ho (2019)はカチドキダルマ

ガレイと C. howensisの雄の有眼側胸鰭長が体長に占める

割合をそれぞれ 32.6–41.9%と 27.8–31.8%としたが，大橋・

本村（2012）はそれぞれ 27.4–43.5%と 18.3–26.9%とした．

宮崎県産標本の有眼側胸鰭長は体長の 28.6%と 32.7%で

あり，Amaoka and Ho (2019)の示した値から外れるものの，

大橋・本村（2012）が示した値とよく一致した．両種の有

眼側胸鰭長は変異が大きいものと考えられることから，識

別形質としての有効性については検討を行う必要がある．

これまでにカチドキダルマガレイの日本国内における

記録は，鹿児島県薩摩半島西岸の笠沙町沖と大隅諸島の種

子島からのみ得られていた（大橋・本村，2012）．また本

種は九州東岸の魚類相をまとめた Iwatsuki et al. (2017)や

宮崎県門川町近海の魚類をまとめた村瀬ほか（2019）にお

いても記録されておらず，日本産カレイ目を網羅的にまと

めた尼岡（2016）にも本種の鹿児島県以北の記録は示され

ていない．したがって，本研究で記載した標本はカチド

キダルマガレイの北限記録かつ宮崎県における標本に基づ

く初めての記録となる．

国内で得られたカチドキダルマガレイ 4標本はすべて

雄で，定置網によって漁獲されている．本種の無眼側の濃

紫色斑は雄のみにみられることから，生殖行動に何らかの

影響をもつものと考えられ，雄が雌に対して無眼側をみせ

KPM-NI
56011

KAUM–I.
145241

Standard length (SL; mm) 101.3 88.8
Counts
 Dorsal-fin rays 83 85
 Anal-fin rays 64 64
 Pectoral-fin rays (o) 11 11
 Pectoral-fin rays (b) 9 10
 Pelvic-fin rays (o) 6 6
 Pelvic-fin rays (b) 6 6
 Lateral-line scales 55 55
 Gill rakers on first arch 0+6 0+6
Measurement (% SL)
 Head length 24.8 24.9
 Body depth 60.0 60.4
 Snout length 5.1 5.2
 Upper-jaw length (o) 6.4 7.1
 Upper-jaw length (b) 6.9 7.3
 Lower-jaw length (o) 5.8 6.1
 Lower-jaw length (b) 6.0 5.6
 Lower-eye diameter 6.8 6.9
 Upper-eye diameter 7.3 6.3
 Interorbital width 10.0 10.0
 Pectoral-fin length (o) 28.6 32.7
 Pectoral-fin length (b) 14.2 14.2
 3rd pelvic-fin ray length (o) 10.0 10.1
 3rd pelvic-fin ray length (b) 8.9 8.7
 Pelvic-fin base length (o) 11.5 10.2
 Pelvic-fin base length (b) 5.0 4.4
 1st dorsal-fin ray length 6.6 6.2
 Longest dorsal-fin ray length 12.5 11.9
 1st anal-fin ray length 6.2 5.4
 Longest anal-fin ray length 12.7 12.3
 Caudal-peduncle depth 12.6 13.5
o, ocular side; b, blind side.

Table 1. Counts and measurements, expressed as percentages of 
SL, of Crossorhombus valderostratus from Miyazaki Prefec-
ture, Japan.
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るために海底から離れる行動をする可能性がある．また，

同属他種のコウベダルマガレイで観察されているように

（Moyer et al., 1985），雄がテリトリーを守るために活発に

遊泳することと関係しているかもしれない．もしそうであ

れば，本種は普段海底に密接して生活しているが，雄のみ

が定置網で採集されるという事象を裏付けるものであると

考えられる．
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